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船
橋･

浦
安
で
は
三
六
特
別
条
項
、
松
南
は
「
日
曜
非
番
」
の
裏
技

松
戸
南
か
ら
は
「
廃
休
は

協
定
の
時
間
数
に
含
ま
れ
な
い
」
こ
と

36

を
利
用
し
、
非
番
日
を
日
曜
に
、
週
休
を
平
日
へ
振
っ
た
上
で
廃
休
と

す
る｢

裏
技｣

に
よ
り
、

協
定
を
回
避
し
つ
つ
週
６
日
出
勤･

７
日
以
上

36

の
連
続
出
勤
が
報
告
、
浦
安･

船
橋
は
小
配
業
者
が
撤
退
し
船
橋
も
36

特
別
条
項
適
用
、
浦
安
は
バ
イ
ク
で
チ
ル
ド
や
、
通
配
後
に
車
に
乗
り

換
え
て

㌔
の
米
を
配
達
な
ど
過
酷
な
勤
務
実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。

30

こ
の
間
の
重
大
事
故
急
増
は｢

施
策
の
定
着｣

で
は
無
く｢

要
員
不
足｣

が
原
因
な
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
請
負
や
期
間
社
員
の
処
遇
改
善
無

く
し
て
安
全
な
労
働
な
ど
あ
り
得
な
い
こ
と
を
確
認
。｢

請
負
労
働
者

の
待
遇
改
善
を
行
え
！｣｢

大
幅
増
員
を
行
え
！｣｢

関
東
五
件
の
死
亡
事
故
の

責
任
を
取
れ
！｣｢

吉
村(

深
尾･

斎
藤･

向
山･

辻･

丹
羽･

清
水)

さ
ん
を
職
場

へ
戻
せ
！｣｢
我
々
は
闘
う
ぞ
！｣

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
ま
し
た
。

５件もの死亡事故は｢要員不足｣が原因だ！
低
所
得
者
ほ
ど
税
負
担
率
が
大
き
く
な
る
消
費
増
税
。

し
か
し
財
界
は
消
費
税
増
税
分
に
も
及
ば
な
い
低
額
回
答

を
出
し
郵
政
も
同
様
に
ベ
ア
千
円
で
今
年
も
ボ
ー
ナ
ス
カ

ッ
ト
と
い
う
超
低
額
回
答
。
私
た
ち
は
正
規
も
非
正
規
も

含
め
た
賃
上
げ
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
所
得
が

低
く
消
費
増
税
の
影
響
が
大
き
な
期
間
雇
用
社
員
に
は
基

礎
給
の
ベ
ア
も
行
わ
な
い
と
い
う
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

組
合
は
会
社
の
不
誠
実
回
答
に
断
固
抗
議
す
る
と
共
に

多
く
の
非
正
規
社
員
を
含
め
た
全
国

の
拠
点
支
部
な

14

ど

名
の
指
名
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
て
一
千
名
行
動

72
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
で
は
銀
座
で

名
、
王
子
で
期

13

間
社
員
４
名
含
む
８
名
が
時
限
ス
ト
に
決
起
。
そ
れ
ぞ
れ

名
、

名
の
早
朝
集
会
。

70

65

関
東
地
本
で
も
宇
都
宮
中
央
と
千
葉
中
央
の
地
本
執
行

委
員
２
名
が
一
日
の
ス
ト
に
入
り
、
期
間
社
員
を
含
め
た

名
で
川
崎
東
、
霞
ヶ
関
、
松
戸
南
、
千
葉
中
央
を
一

20日
行
動
で
廻
り
集
会･

情
宣
活
動
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

【不当労働行為】 「盗撮」の中で行われた千葉集会
各地のスト拠点集会参加者は神戸中央８０名を筆頭に、左京･

銀座７０、垂水･王子６５、吹田千里６０名などで、全国に比べて川
崎東は小規模。スト拠点でないから事前通告もしていない。それ
にもかかわらず、２０名の参加者に全国トップの人数である３５名
もの監視係配置して、行動の無い局にも待機させたことを明らか
にした。 監視係は敷地に一歩
でも触れたら怒鳴り、挑発しに
こっちまで出てくるなど異常な
対応といえます。
私たちは管理者の集会撮

影を許可していないが、川崎
東局では管理者が隠れてビ
デオカメラを回しているのを中
止させました。千葉中央局で
は局に着くなり管理者が我々
に対して高圧的に「写真撮影
禁止」を言い渡しましたが、我
々が窓にある隠しカメラを見
つけ「隠しカメラだろう」「外せ」
というと、認めることも認めな
いもせずに答えず、最後まで
外しませんさず、組合員敵視
の姿勢を明確にしました。私た
ちは断固抗議するものです。



(２) 郵政産業労働者ユニオン浦安支部ニュースは１日・１５日に発行します。 第２９号

４名を次々と首切り 許せない！「市進の仲間を励ます会」発足 ⇒ ４月13日13時半～ 薬円台公民館

何処から沸いた顧問報酬と1.3兆円投資

２.１４ 春闘アンケートを基に「２０１４年賃金引上げ等に関する要求書提出」
要求内容は主に①ベア(正社員２万、時給制１５０円・最低１２００円)

②正社員化、登用方法改善③正社員大幅増員で労働条件改善
２.２６ 第２回賃金交渉 第３四半期決算説明
会社は全社で黒字決算、通期見通しで日本郵便純利益６５６億

円。グループで純利益３５００億から４２００億円に上方修正。
組合、賃上げと待遇改善の体力は充分あることを指摘。
同日 会社「日本郵政グループ中期経営計画」発表
３年で１.３兆の大規模投資計画を発表。
３．３ 霞ヶ関･郵政本社前集会に200名が参加。｢正社員化
･均等待遇署名｣ ２万５９２９筆を３人の非正規社員がそれぞ
れ一言述べた上で郵政担当者に手渡しした。
その後、衆院議員会館にて１２０人が参加する院内集会とミ

ニ学習会が行われ、塩川(共産・衆)･吉良(共産・参)、福島(社
民･参)議員が参加。北海道から長崎まで１２名の非正規社員の
訴えを聞き、改善に向け国会でも取り組むことが語られた。

同日 第３回賃金交渉 会社「中期経営計画」を説明
３．４ 産経紙報道で更迭された坂前社長が顧問であったことが発覚
３．５ 厚労省・中労委にスト１０日前通告。郵政各社に争議行為予告
３.６ 第４回賃金交渉 賃上･均等待遇･増員求め主張
組合「施設や設備などへの投資は具体的な数字があがっている。「人
への投資」は皆無である。非正規比率の見直し、異常な差別待遇是正、
要員措置、賃上げなどの投資が必要。１.３兆円のモノへの投資はやる
気があれば「人への投資」ができることを示している。」
３．７ 西室社長、顧問問題で会見
顧問は２４名抱えていたことを発表。２４名の年間報酬はゼロから
３千万で総額２億３千万円。氏名や個別の顧問報酬は公表せず。(取締
役選任は総務大臣認可が必要だが顧問については規定が無い。)

１４春闘 この間の闘いの経過

「
債
務
超
過
」
を
利
用
し
な
が
ら

昨
年
の
最
高
益
に
続
き
今
年
も
通
期
見
通
し
で
グ

ル
ー
プ
純
利
益
４
２
０
０
億
円(

う
ち
日
本
郵
便
単

独
で
も
６
５
６
万
円)

。

万
人
で
割
っ
て
も
百
万

43

円
と
い
う
中
で
も
正
社
員
の
年
間
賞
与
は
３･

５
月
。

そ
も
そ
も
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
た
４
年
前

を
振
り
返
れ
ば
「
宅
配
統
合
の
失
敗
で
債
務
超
過
に

陥
る
」
と
い
う
ま
や
か
し
が
理
由
で
し
た
。
発
端
と

な
っ
た
Ｊ
Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
社
は
「
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
事
業

収
益
は
統
合
後
５
年
度
の
全
て
が
赤
字
で
、
累
計
に

か
か
る
赤
字
は
単
独

億
円
、
連
結

億
円
」
と

806

943

い
う
試
算(

総
務
省
の
検
証
委
員
会)

が
最
初
か
ら
あ

り
な
が
ら
当
面
の
赤
字
も
見
込
ん
で
設
立
し
た
「
大

規
模
投
資
」
。「
失
敗
」
で
赤
字
は
膨
ら
ん
だ
も
の
の
、

借
入
金
も
全
く
無
い(

負
債
と
し
て
計
算
す
る
退
職

給
付
引
当
金
が
負
債
額
の
七
割
弱
を
占
め
る)

会
社

は
保
有
す
る
約
２
兆
８
千
億
円
の
不
動
産
も
一
切
資

産
と
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
都
合
の
良
い
会
計
方
法
で

「
純
資
産
合
計
額
は
１
６
７
６
億
し
か
な
い
」
と
「
債

務
超
過
」
を
装
い
、
職
場
で
業
研
を
行
い
な
が
ら
社

員
を
騙
し
て
首
キ
リ
、
時
短
、
ス
キ
ル
引
下
げ
、
超

勤
抑
制
等
「
合
理
化
」
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

民
営
化
以
降
、
宅
配
統
合
以
外
で
も
数
々
の
「
投

資
」
を
行
っ
た
結
果
で
「
無
駄
そ
の
も
の
」
が
次
々

と
導
入
さ
れ
て
い
た
職
場
に
お
い
て
は
「
債
務
超
過
」

は
嘘
で
も
説
得
力
が
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

会
社
は
民
営
化
以
降
こ
れ
ま
で
の
投
資
額
は
年
間

で
１
６
０
０
億
円
と
し
て
お
り
、
今
回
明
ら
か
に
し

た
年
間
４
３
０
０
億
も
の
投
資
計
画
は
こ
れ
を
遥
か

に
上
回
り
ま
す
。
我
々
が
産
み
出
し
た
潤
沢
な
資
産

を
使
い
軽
々
と
本
社
移
転
新
築
な
ど
発
表
し
て
い
ま

す
が
「
債
務
超
過
」
を
振
り
か
ざ
し
、
そ
の
舌
の
乾

か
ぬ
う
ち
に
こ
れ
と
は
許
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

３.１０ 会社･第１次回答
・正社員ベアゼロ、年間一時金３.３月+特別手当
・正社員の住宅新築・購入の住宅手当を1000円増額
・非正規社員の処遇改善は困難
・要員配置が困難な地域は14年度内に正社員追加登用を行う
３.１２ 第５回賃金交渉 組合は回答に断固抗議
会社「特別手当を経営として思い切った判断をおこなった」
組合「とりわけ特別手当の支給対象外となっている期間社員を含
めそうは思っていない」一時金削減と特別手当支給を厳しく批判。
３.１３ 参院予算委員会で福島議員質問
平均賃金は正規６０６万、期間社員(８時間換算)２２７万円
同日 断続的に窓口交渉を行い２２時３０分に第２次回答
･正社員 一人平均１０００円引上げ
･一時金 年間３.５月(夏1.65､冬1.85)
･月給制期間社員 １０００円引上げ
･時給制期間社員 基礎給引上げ無し
資格級を｢Ａ習熟度無｣のみ時給10円引上げ

３.１４ 第６回賃金交渉
組合は①超低額回答である②ベアは期間社員すべてが対象で

ない③一時金3.5月となったが期間社員が対象でない」と指摘
「1.3兆円に及ぶ投資の中で働くのは人である郵政労働者だ。
中期経営計画で郵政グループの強みとして従業員約43万人と明
記しているのは非正規社員を含めた人数だ。「人への投資」をお
こなうべきだ。安定雇用の中でよりよいサービスを提供してい
くために正社員化を求める。きめ細やかなサービスを提供する
ため大幅増員を求める。ダブルワーク、トリプルワークをしな
くても生活できる賃金を求める。ギリギリの回答というのであ
れば、これ以上の進展が見込まれないので、交渉については本
日をもって一旦中断して、争議予告通知をおこなった事業所並
びに郵便局で争議行為に入ることとする」と主張した。
３.１８ 全国１４拠点２８人が７２名がストライキ突入
北は盛岡から南は雨の長崎まで全国で拠点集会
３.25 第７回賃金交渉 回答は大変不満だが「賃上げ」を整
理。ベア千円の配分交渉、増員の具体化・夏季手当・改正労働
契約法２０条要求を継続。今後は最賃引上げの闘いを取組む。


